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ɹগࢠ高ྸԽがਐむ日本の労働ྗෆはݦஶとなり、ア
δアݍを中心とした外ࠃग़身の労働者が૿͑続͚ている。
今回のさんΆ会は、外ࠃ人労働者の医ྍに年ܞわる
高ాഅ場さくらクリニックӃのాໜࢯを講ࢣにটき、
「地Ҭ医ྍの現場から考͑る外ࠃ人労働者の健康ʙଟ༷
なจԽతഎܠをแ含する職場（EJWFSTJUZ�BOE�JODMVTJPO）
を͑ࢧる産業保健ʙ」をテーマに։࠵した。ίーσΟネー
ターはখౡ健一ࢯ（ௗࣂ૯合๏事務ॴ）と౻߶ࢯ（
ཬ大ֶ）。
ɹాࢯはॳめに、自身のクリニックが͋る東ژ新॓
۠の現ঢ়を紹介。生産年ྸ人ޱの1�ˋ以上が外ࠃ人住
ຽで͋る一方、年人ޱでは1�9�しか外ࠃ人はおらͣ、
外ࠃ人の労働者が日本人の高ྸ者を͑ࢧるとい͏日本の
ۙະདྷを先取りするよ͏で͋る。ͦの上で、日本は外ࠃ
人への医ྍαーϏスඋをਐめているものの、٬ޫ؍や
༟を対にしたࢪ策が中心で、外ࠃ人住ຽはݴ༿や
医ྍ保੍ݥのোนなどにより健康֨ࠩにさらされてい
る、とするӳ医ֶ誌のܯをҾ用し、外ࠃ人労働者の
健康課題を໌らかにしていった。
ɹ外ࠃ人労働者は、ᶃ֨ࢿཹࡏがさま͟ま、ᶄ୯७労
働にै事する人がଟい、ᶅݣ・ෛなどෆ҆ఆなޏ用
݅で働く人がଟい、ᶆখن事業ॴで働く人がଟい、
ᶇඇӳݍޠग़身者がଟくͦ れͧれҟなるޠを࣋つ、な
どの特が͋る。保健医ྍαーϏスへのアクセスとݴ༿
の題が͋り、「ମの۩合がѱいঢ়態でޠࠃ以外のݴ
༿で説໌するのはࠔ。ͦのためզຫしがちになり重
Խしやすい。重Խすると医ྍඅも高ֹになり、ͦの上
働͚なくなる。するとࢧいもࠔになりྍ࣏中அにつ
ながり、さらに重Խ、とい͏ѱ循環にؕりやすい」と
した。
ɹݴ༿のোนを解ফするためには医ྍ௨༁のଘࡏが重
要で͋る面、現ࡏの医ྍ保੍ݥでは௨༁අ用に保
、点がೝめられていない。௨༁は、ᶃ病Ӄઐଐ型ݥ
ᶄݣ型、ᶅి型に͚られ、ίスτやٸۓ対Ԡ性
などで一一が͋る。「職場の上࢘や同྅、༑人やࢠ
どもが௨༁すると、σリέーτな༰を患者がͤͣ、
さらに、ޡ༁やकൿのෆ҆など題がىきやすい。τϨー
ニンάをੵんだઐの௨༁がましい」とࢦఠした。
ɹ医ྍ関者が上खに௨༁をར用するίπとして、す
༰をく۠切ることや、ओޠをলུͤͣਖ਼しいจ๏で

すこと、ޡ༁のݩで͋るೋ重൱ఆをආ͚ることなどを
挙げた。
ɹ࣭ٙԠでは、「௨༁のしいところはʁ」との࣭に
対し、「ड、ༀやࢧ、ࠪݕいの説໌など全ての場面
で人によりまちまちの日本ޠを͏。௨༁を͏側もτϨー
ニンάがඞ要」と͑た。「จԽのҧいが大きす͗て保
健ࢦಋするのにࠔる場面がଟ々͋る。จԽをษ強する方
๏は͋るかʁ」とのいには、「各ࠃのフΣステΟόルに
にଟจԽަྲྀにग़ؒ࣌Ճすることも一つ。ۭいているࢀ
か͚ることと、Կかをݧܦをしたらه録にして周ғに
͑ることも重要」とԠじた。
ɹલのऴわりは、౻ࢯが、「日本をબんで働きにདྷ
てくださった方々がh こんなはͣではなかったʱとい͏こ
とにならないよ͏に、われわれ産業保健職がど͏い͏;
͏に対Ԡしていくかが大事」とまとめた。
ɹ後は、日本でもຮԆظにさしかかった新型ίϩナウ
Πルスײછについて、ٸᬎ、ࡍࠃ医ྍࢱ大ֶ医ֶ෦
大ֶӃڭतの和ాࢯ࣏ߞから、Πンターネッτ回ઢを௨
じてࢦఆൃݴをいただき、会場とのσΟスカッシϣンが
ਐめられた。
ɹ和ాࢯは、「今回のウΠルスはج本తにඈລײછと接
৮ײછがओだが、接৮ײછがඇৗにଟいとい͏ҹが
͋る。ײછྗをҡ࣋するؒ࣌がいのではないか。ا
業では、目҆として3���ˆ以上のൃが͋る方はお休Έ
いただくこと、マスクにґଘͤͣに、खચいをしっかり
することが大事」などと解説した。さんΆ会のా༸会
は「ا業はඞ要以上にෆ҆がっている。ど͏やって
ใを͑たらよいか」とਘͶた。これに対し、和ాࢯは「リ
スクがθϩでない以上、ߦは҆心ใをなかなかग़ͤ
ない。われわれ現場にいる産業保健職が҆心ใをੵ
。తに͑て͋げることが重要」と͑たۃ
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